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要旨

キーワー ド: 理科学習の意義と有用性 高等学校 絵本 紙芝居

I はじめに
なぜ勉強しなくてはならないのか,社会に出ても役
に立たないのではないか, という声を生徒からよく耳

にする。それは「教科書の学習内容は:定期考査や入

学試験のために学ぶのであって,学校という閉じた世
界内でしか成立しない,実社会と切り離された独立し

た存在である」という意識が根強いのではないだろう

か。

このような児童・生徒の実態を受け,学ぶ意義や有
用性を実感させることの重要性について,多くの研究
がこれまで報告されている。たとえば,学年が進んだ

多くの子ども達は,理科の学習に主体的な価値を感じ
ていないにもかかわらず,受験で成功することがもた

らす将来への期待感によつてかろうじて学習行為を持

続しているというEcclcsの「期待‐価値理論」に基づい

た松田による指摘 うや,理科が役に立つと思つている

児童・生徒ほど,理科学習の動機付けが高かつたとい

う藤日の報告
2)等がぁる。

平成 21年 3月 に公示された高等学校学習指導要領の

改訂に先立ち,平成 20年 1月 ,中央教育審議会は理科

の改善の基本方針の一つとして,理科を学ぶことの意
義や有用性を実感する機会をもたせ,科学への関心を

高める観点から,実社会・実生活との関連を重視する
内容を充実する方向で改善を図る "こ

とを答申した。

沐  静岡大学大学院教育学研究科
**  大阪府立西寝屋川高等学校
*** 京都教育大学名誉教授
****静

岡大学教育学部

く実践報告〉

さらに,高等学校学習指導要領理科における改訂の

趣旨の中に,観察・実験, レポートの作成,論述等の

知識・技能の活用を図り表現力を育むこと,記録,要
約,説明,論述等の学習活動を通した言語能力の育成 ,

体験活動の充実により他者,社会, 自然・環境とかか
わる中でこれらとともに生きる自分への自信をもたせ

る必要がある等の指摘
4)が
見られる。

そこで, これらの目標を満たす具体的な方策の一つ

として,本研究では「絵本・紙芝居作り」に着目した。

科学絵本・紙芝居の利用に関する研究は大きく2分

される。第一に「読む」研究である。幼児や児童に対

する読み間かせにより得られる効果を論じたものは多

い )。 第二は「作る」研究である。教員養成系大学で

科学絵本・紙芝居を作る活動もいくつか報告されてい

る 。。既成の絵本を「読む」ことは, 自分で「作る」

こととは大きく異なる。特に後者は,学びの成果を自
分の中で捉え直すことなしには実現不可能である。本

報は後者に該当する。単に文章や図表に整理して記録

するというような断片知識の受け入れに終始せず,「作

る」活動はそれらを組み立て直す企画力の育成に連な

る。各生徒のもつ基礎的・基本的な知識・技能を活用

しつつ,思考・判断したことを,絵 と言語を用いて表
現することが求められるのである。

管見の限りでは高等学校理科における実践報告はま

だない。本研究では,高等学校において科学絵本・紙
芝居の制作を行い,作品制作の到達度,及び学ぶ意義・

有用性を実感できたかどうかに関する評価を目的とし

た。
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I 授業の方針とねらい

1 生徒の制作する科学絵本・紙芝居

科学的な営みの出発点は,「外界,特に身近な自然」

への関心と,実際に外界に働きかける行動である つと

の考えから,読者に対する科学知識の授与や解説より

も,「 こんな遊びをしてみたい」と読み手が思えるよ

うな「外界への関心を促す作品」を目指し, 1人 1冊

の科学絵本あるいは紙芝居を制作した。

2 授業における制作のねらい

1)科学的な営みの出発点について考える

「外界への働きかけJがいかなる時に促されるのか,

すなわち「科学的な営みの出発点」とはどのようなも

のか,を考える場として本授業を位置づけている。

2)科学の学ぶ意義・有用性に気づく

本授業では「与えられた知識」ではなく『自身の体

験Jや 「幼い頃の素朴な疑問」を元にストーリー展開

を考える。そのため,テーマ候補の一つひとつを考え

る際, 自身の生活と科学がいかにつながっているかを

再認識することができる。つまり,生徒自らの力で科

学の実社会・実生活との関連に気づくのである。また,

制作にあたつて,科学知識を運用することが求められ

るため,関連する知識が実感を伴つて理解できる。

さらに,完成した作品は, 自身が親になつた時に子

どもに読み間かせられ,ま た,将来教員養成系の大学・

学部に進学する生徒は学校現場で使用することができ

るなど, 自作絵本の活用方法は自身の未来へと無数に

広がっている。その意味で今自らが行つている行為そ

のものの意義・有用性にも気づきやすいといえる。

3)科学的根拠に基づき説明する力の育成

絵本・紙芝居の対象読者に幼児を想定した作品作り

を行つた。そのため,長 くて詳しい作品では幼児が理

解できないため,平易な文章で簡潔に表現しなければ

ならない。つまり,限られた字数の中で分かり易く伝

えるための言葉選びが求められるのである。

さらに,分かり易く伝えるためには,本質的な部分

を理解していなければ他者に伝えることができないた

め,制作にかかわる科学知識をさらに深める必要性に

迫られる。自ら探究していく面白さに気づく生徒も出

てくることが期待される。

すなわち,絵本・紙芝居制作授業全体を通じて,科

学的根拠に基づいた説明・表現が, 自ずと求められる

のである。

皿 授業の内容
1 教科・科日・ 日時・対象

[教科]理科

[科 目]理科演習 (学校独自科目 :週 2コマ,各 50

分,全 25回 )

[日 時]2012年 9月 3日 ～2013年 1月 23日

[対象]第 3学年・文系クラス (22名 )

2 単元構想

単元の構想にあたっては,「市l作」そのものではな

く「思考Jに重きを置いた。そのため,テーマ設定ま

でに授業全体の半分近くを費やした。構想を練るため

に全授業の約 7割以上を費やし,その分自宅に持ち帰

って制作を行う生徒もいた。また,「理科を解説する」

のではなく「子ども達の外界への関心を促す」ことを

常に意識させた。

本単元における各授業の学習内容詳細は以下のよう

である (表 1)。

表 1 授業の詳細
授
業
の
回

内容

授業の場に

持ち寄る[宿題]
授業時間内の作業

1 テ
ー
マ
及
び
展
開
の
構
想

◇例の提示

・『ЮT A BOX』 (POrtis,2006)ゆ
・『リリとラヴエル ママにあいにゆく』(筆者自作)')
◇本授業の位置づけ・方向性についての説明

(自然認識支援とのかかわり)
・読むだけでなく,作ることの意義について考えさせる。
・低年齢の子ども (幼児)を想定する意味について考えさせる。
・外界への関心を提すのに有効な絵本・紙芝居を目指すのであって “それだけで開
じてしまう"のでないものであることを説明する。
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2 ◇図書室にて,色々な絵本 紙芝居の閲覧
・どのような点が参考になりそうかを調べる。
・自作絵本・紙芝居の題材や展開について考え.教員との対話を通して.構想中の
内容をさらに発展させる。
過去の “自然や科学とのかかわり"の体験や 絵本 紙芝居とかかわつた体験か
ら題材を考えていくことを助言する。

◇市販本の特徴に気付かせる。
閲覧した本の中から,「印象的な本」・「物語の構成がユニークな本」・「物質的
構造的に特徴的な本J・「制作の参考になりそうな本」等を意識しながら,最低 3
種類を挙げ,ノ ー トにメモをとらせる。

3 ◇図書室にて,置いてある本を参照しつつ
3つ考え. ミニレポー ト用紙に記入させる(
※教員が一人ひとりの生徒に助言して回る

これから作る絵本・紙芝居のテーマを

4 ◇図書室にてサークルを作り,各自が考えた3つの題材について,自身の考えや助
言を求めたいことを含めて述べ.ざっくばらんに感想やアイディアを出し合う。
※談話形式

5

9

作ろうと思う絵本 紙芝

居の題材と,展開の大筋
を考え そのメモを用
意。

◇教室にてサークルを作り,今考えている 3つの題材について,一人ひとりが皆に
説明し,助言を求めたいことを含めて述べ.相互にアイディアを出し合う。
質疑応答を含め,説明は一人あたり10分程度行う。
・幼い子どもの視点に立って考えられているかを確認する。
・各々の自然体験を語つてもらいながら,固定化された教科意識を取つ払い,外界
への関心を促すような題材を引き出す誘導を行う。

10

11

プ
ロ
ッ
ト
作
り

互いの助言も参考に,題
材及びあらす じを決め

てくる。

◇題材を一つに絞り.さ らに構想を練る。
・教室にてこれまで同様サークルを作り.
※談話形式

相互に助言し合いながら,構想を練る。

◇頁の流れを意識したプロット (下書き)の作成
ラフスケッチと文をノー トに書かせる。
対話サークルを解除し 各自が作業しやすい場所へと移動を促し,自由に助言し
合いながら作成させる。
・紙芝居作りの生徒へは,絵と文を別々の頁に分けて作成するよう指示する。

プロットの仮提出 ◇教員の助言を受け,プロットの修正。
構想が不十分な生徒は,適宜前の段階へと戻らせ,生徒同士で助言し合いながら
出来る限り自分なりの解決法を見つけさせる。

14

18

学校で貸 し出せない道

具 (ク レヨンや布等)は
各自で持参。

◇生物講義室にて,頁作り作業 (絵 )
学校から貸し出したものは,色鉛筆・画用紙・セロハンテープ・糊・はさみ 定
規・カッター。必要な時に各自で取りに来る形式をとる。
※必要に応じて助言し合う。

◇パワーポイント『文字をデザインする』m)を使い,色々な言語表現の技術につい
て紹介する。
・言葉のレイアウト.挿入位置 効果的な提示方法も考えながら作つていくよう助
言を行う。

「
「
―
引
ヨ
「
ゴ

／
／
／
／
／
／
／
／

製

本

頁
及
び
表
紙
作
り

◇頁作り作業 (文 )
・この段階ではまだ清書せず,レイアウトを考えながら付箋に記入し,貼つていか
せる。※必要に応じて助言し合う。

◇頁作り作業 (文 )
・絵本に直接記入していく。

◇あとがきや表紙を含め,全ての買の絵と文を完成させる。
紙芝居作りの生徒は 読者に見せるための絵の頁と自分が読むための文の貢の位
置関係 (絵と文を同じ頁に書かないよう)に注意し.文を入れるよう促す。

付箋を貼つた状態の各
頁を持ち寄る。

◇相互に見せ合いながら改良箇所の最終チェック

◇製本作業に入る。
絵と文が仕上がってぃない生徒は完成に向けて作業を続けさせる。

冬休みの間,可能な限リ
作業を進める。絵本・紙
芝居を完成させてくる。

◇製本作業を続ける。
・絵と文が仕上がっていない生徒は完成に向けて作業を続けさせる。

◇製本作業の完成。
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罪:
絵本・紙芝居を完成させ
てくる。

◇全員の自作絵本・紙芝居を読み`コ メント用紙に講評を書いていかせる。
※批判的なことではなく,できるだけプラス面を書くように注意を促す。

未提出者は完成絵本を

持参。

0前回の続き
◇振り返リアンケート実施

3.制作された絵本・紙芝居

以下に授業で生徒によつて制作された作品の概要を

示す (図 1‐4・ 表 2)。 なお,描画方法は指定せず,手

書き (鉛筆,ク レヨン,絵具等),写真,パソコンを

使う等多様性をもたせ,生徒の自主性に任せた。これ

は絵の得意・不得意が制作意欲に与える影響を最小限

に抑える目的からである。

図1 製本した絵本の表紙 (『どうちだろ』) 国2 絵本の中身 1。

回 3.紙芝居の中身 1ゆ 図4 仕掛けの例 (絵本『汗つて大切 ?』

表 2 授業の中で制作された絵本・紙芝居
目

域

科

領
題名 内容と趣旨

物
理

船比べ
6人の少年少女 (主人公)が船旅の途中無人島に遭難し,島にある自然物を使つて各々の船を作成
し,脱出を試みる。[水に浮かぶ物と沈む物への関心の促し]

ケシゴムのしくみ
擬人化された消しゴム(主人公)が擬人化された鉛筆やボールベンと出会い,消せるもの 消せない

ものがあることを知る。[身近な物の性質への関心の促し]

カゲについて 作者が読者に対し,影を使つたクイズを出す。[影への関心の促し]

ケツーの大冒険
擬人化された消しゴム(主人公)が擬人化された糊やはさみと出会い.切られたりくつつけられたりす

る。[身近な物の性質への関心の促u

化
学 科学の不思議

少年少女(主人公)がヘリウムガスで声が変わることで遊んでいるとき,シャボン玉を吹くと浮かび上
がることに気づく。r物質量への関心の促Ll

地
学 月の変化

子ども(主人公)力 母`親に対し,月に関する様々な質問をする。[月の大きさや満あ欠けへの関心の

促し]
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生
物

ウッドくん&

リーフちやん
少年少女 (主人公)が日頃遊んでいた木の種子を育てる過程で,植物の成長条件を子どもたちが自
ら考え出し,試行錯誤していく。[植物の成長への関心の促し]

みかんの卵
アゲハチョウ(主人公)が卵から孵り,色々な旅をしながら仲間のもとへ合流する。[昆虫の生態への
関心の促し]

かぶとむし
カプトムシが卵から孵り.クワガタムシと対決し,カプトムシの喜んでいる姿を,読者が観察する(格
闘技の観戦のような様式)。 [昆虫の生態への関心の促Ll

虫の成長
孵化のために出てきたセミを捕まえて,自宅のカーテンにひっつけて成長を観察していると,知らぬ
間に眠つてしまう。セミと少年との両者の視点から描いている。[生命を愛する心の育み]

汗つて大切 ?
ジョギングダイエットをしている少女 (主人公)が恋をし,自分の汗を憎く思う。そこで「汗をなくして
やろうJという魔女に出会うが,汗をかかなくなつた少女の体に様々な異変が起こる。[身体の恒常性
機能への関心の促し]

ある日の公園
少年 (主人公)が友人から毛虫に劇された経験を聞き,毛虫について図書館で調べる。[ヒトにとつて
有害な物・無害な物への関心の促Ll

歯を大切に 虫歯になつた少年(主人公)が歯医者に行き,治療してもらう。[口腔の健康に対する関心の促し]

耳の冒険 2人の少年(主人公)が洞窟だと思って巨人の耳の中を探検する。[耳の構造への関心の促し]

早く寝ようね
少女 (主人公)が夜更かしを続けていると,身体が不調になり,お化けが出てくるようになる。[睡眠
への関心の促し]

仲良し?
ヨシキとケルビの

ストーリー !:
2人の少年(主人公)による,校庭で育てている花の奪い合い。朧 物に対する関心の促Ll

シマくんとピッピ
擬人化された裸地からなる島(主人公)と擬人化された太陽・雨雲・小鳥たちとのかかわりから川や
草原・低木等が生まれ,生態系が複雑になっていく。[遷移への関心の促Ll

精餞
△ロ

不思議なメガネ
少年 (主人公)が倉庫で見つけたメガネを装着すると,イヌの視点で見えたり,ハチの視点で見えた
り,ヒトとは異なる波長の色を受容することができるという不思議な体験をする。[動物によって異な
る眼の働きへの関心の促し]

どっちだろ
少女(主人公)が読者に語りかける形で,どちらの手に入つているかを尋ねるゲームをする。手の中
には飴,ガム等のお菓子が入っていて,握ることで物体の形状が変化するという当たり前の現象を
考える。[状態変化や形状の変化等の物理化学的な現象への関心の促Ll

雪だるまの

カーリー
少年(主人公)力

'作
った擬人化された冒だるまと仲良くなるも,気温が上がり溶けてしまう。[光の色・

状態変化への関心の促し]

風の不思議 少年 (主人公)と風の妖精とのやり取り[自然エネルギーヘの関心の促LI

Why  ?
少年 (主人公)が疑間に思うことを母に質問するも,いじわるな返して答えはほとんど教えてくれな
い。少年は自分で謎を検証する道を選ぶ。[実験・探究活動への関心の促Ll

Ⅳ.プログラム評価
絵本や紙芝居のような作品を評価するにあたって,

明確な評価基準を設けなければ,「好き嫌いで評価し
ているのではないかJ,「授業態度だけで決めている
のではないか」という生徒や保護者からの批判が出て

くる可能性がある。よって,西岡のルーブリックづく
りの手順

lりを参考に,学校現場の実態に合うように変
更し,作品の評価を行つた。

1 基準の導出方法
表 3に示す評価規準の導出方法に従い,本研究では
表 4に示す評価基準表を作成した。

表 3_評価規準導出行程

行程 各行程の詳細

①試読 全作品にざっと目を通す。

②分類 大まかに「優れている」,「普通J,「努力を要す
る」の3グループに分け,理由を書き出す。

③要素の
吟味

それぞれの理由と本授業の目標を照らし合わ
せ,重要な要素 (※ )を挙げる。

※重視した要素

ア 自然やモノ,科学的現象とのつながりが描
かれた作品である。
イ 読者 (幼児)の行動変容につながる内容で
ある。
ウ 論理破綻や矛盾がない。
工 対象年齢の読者に理解できる内容である。
オ 読者を惹き付けるための,作者なりの工夫
(飛び出す仕掛け.文字の選び方・デザイ
ン,絵の配置・構成,題名・ス トーリー展
開等)がある。
力 誤字,脱字がなく,完結した絵本となつて
いる。
キ あとがきや保護者の方に向けて書かれた部
分が,科学的に正しい内容であり.分かり
易く工夫されている。

④費換 重視した要素がいくつ含まれるかを数え,5段
階評価に変換した。

⑤再癖価 作成した評価規準表に基づき,全作品を再評価
した。
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表 4 科学絵本の評価規率表
評価 基準

秀
要素を全て含む

要素を6つ含む

優
要素を6つ含む

要素を4つ含む

良
要素を3つ含む

要素を2つ含む

可 要素を1つ含む

不 可 要素を全く含まない

2 評価結果
生徒の到達度を評価 した結果は次の通 りである (表

5)。

「秀」が全体の 27%,「優」が 37%で あり,合わせ

ると受講者全体の 73%が 「秀」または「優」の出来で

あり,設定した到達目標は大部分の生徒が達成できた
といえる。なお,「可Jと なつてしまった生徒について

は欠席回数が多かったため,授業に対する充分な理解
と制作時間の不足が要因であると考えられる。

また,授業の振り返リアンケー トより,身の回りの

自然や, 自身の日常生活,これまでの体験から作品テ
ーマの着想を得たという生徒が 91%と ,科学的な絵
本・紙芝居という制約の中,自身の周辺にある科学の

存在に気づき,そこからテーマを導き出すことができ
たようである。また,「生活の中には自然とかかわった

ものが絶対にあることを考えさせられた」や,「皆の絵

本を読んで, 自然や科学にかかわることがこんなにた

くさんあるものだと知ることができた」等のコメント

を,ア ンケー ト最後の自由記述欄に書いている生徒も
いた。

以上より,ほぼすべての生徒が,科学絵本・紙芝居
制作の過程において,自身の直接体験や実生活・実社

会と理科学習との関連に気づく視点を獲得できたとい

える。言い換えれば,本授業を通して,これまで小学
校,中学校,高等学校と履修してきた理科学習の意義・

有用性に気づくきっかけを得ることができたといえる。

さて,高等学校学習指導要領の理科の日標には「自
然の事物・現象に対する関心や探究心を高め, 目的意

識をもつて観察,実験などを行い,科学的に探究する
能力と態度を育てるとともに自然の事物・現象につい

ての理解を深め,科学的な自然観を育成するJ“)と あ
る。本授業には,身の回りの自然の事物・事象の中に
科学の存在を生徒自身で見いだすことができ,疑間に
思つたことや不思議に思つたことを出発点として,そ
れを科学的に探究するプロセスが含まれる。

また,本講座を受講した生徒の代表的な感想は以下
のようであった。

実社会・実生活との関連への気付き

「考えてみると,生活の中には,た とえ少なくても
自然とかかわったものが必ずあるのだと考えさせられ

た」,「皆の絵本を読んで, 自然や科学にかかわるこ
とがこんなにたくさんあるものだと知ることができ

た」,「色々な動物から見た世界について考えるよう
になつた」など。

言語能力の向上

「絵を描くのも難しかつたが,一番は読者に分かり
やすく,読みやすくするところがとても難しいと思つ
た」,「子どもに分かる言葉を選ぶことが難しかった」,
「文章力が欲しいと思つた」など。

多様性の認容
「人それぞれ感じ方・考え方が違うことがわかった」,
「手作りの作品にはそれぞれ個性があってすごく面白

かつた」,「他の生徒の,色んな物を比較してみると
いう発想によって, 自分の絵本がより分かりやすいも

のになった」など。

達成感を得る

「自分で何もかも全部作つてすごく大変だったけれ

ど,完成したら達成感があり,絵本を作って良かつた
と思いました」,「仕上がったときの達成感がすごか
つた」,「終わってみたらやりがいがあって,絵本作
りをして良かつた」など。

表 5.パフォーマンス評価の結果
タイ トル ア イ ウ エ オ カ キ 評価

不思議なメガネ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 秀

汗つて大切 ? ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 秀

Why・ ‐? ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 秀

ウッドくんこリーフちゃん ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 秀

船比ベ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 秀

早く寝ようね ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 秀

虫の成長 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 優

シマくんとビッピ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 優

科学の不思議 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 優

どつちだろ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 優

月の変化 ◎ ◎ ◎ ◎ 優

ケシゴムのしくみ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 優

カゲについて ◎ ◎ ◎ ◎ 優

雪だるまのカーリー ◎ ◎ ◎ ◎ 優

みかんの卵 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 優

かぶとむし ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 優

ケツーの大冒険 ◎ ◎ 良

ある日の公園 ◎ ◎ ◎ 良

歯を大切に ◎ ◎ 良

風の不思議 ◎ ◎ ◎ 良

耳の冒険 ◎ ◎ 良

仲良し
'ヨ

済と

"レ

ビ0ストーリーI ◎ 可
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今後の行動への意欲の刺激

「今回は子ども向けの絵本だったが,次はおじいち
ゃん,おばあちゃん向けに作ってみたいJ,「子ども
を楽しませるようなことをしたい」,「次は映画を作
りたいJな ど。

主体性の向上

「学校ではたいてい,先生から指示されて課題をや
るけれど,自 分で考えて作るのがとても難しかった」,
「理科の授業で絵本作りをするとは思つていなかつた

から,最初は驚いたけど,作っていくにつれてだんだ
ん面白くなつていった。絵本を作りながら, 自分の知

らないことも調べて,勉強になつたJ,「市販の絵本
の工夫しているところや内容を,考えながら見るよう
になった」などがあった。

ここから,学習指導要領に評価の観点として挙げら
れている,多様な能力を伸ばす課題としての機能を,
本授業が果たしていることが確認された。また,全体
として望ましい方向の生徒の変容が見られ,実践レベ

ルで行うことが可能であることが示された。

V 今後の課題
本実践のように絵本や紙芝居の制作を学校の授業で

行う場合,一般的に以下の 3つの問題に直面すること
が予想される。これらの課題の克服のための方策とと

もに以下に述べる。

時間的な制約

教科書の学習内容を終わらせるために,制作を行う
時間的余裕がないという議論が出てくるだろう。しか

し,本活動によつて,生徒が理科を学ぶ意義を再確認
し,他の授業に向かう姿勢にプラスの効果をもたらす
可能性もある。また,短期大学や専門学校に進学する
生徒が多い学校や,就職志望の生徒が多い学校の場合
は,十分実施可能であり,学校における理科学習の集
大成として位置付けても良いだろう。

評価の困難さ

高等学校における理科の成績は,概ね筆記試験の得
点,提出点 (提出物を出したか否か)及び授業態度 (私

語をしていない力、 寝ていないか等)を総合して決め
ることが多く,学校現場においては目標に準拠した評
価が定着していないのが現実であろう。

本実践のようなパフォーマンス課題の場合, しっか

りと評価基準を吟味する必要があり,そのための時間
が生み出せないことも考えられる。本稿では時間的制

限の厳しい条件下における評価法の一例を提案した。

教師間の価値観の相違

筆者の勤務校では第 1学年の生物基礎を,3人の教
員で分担しているが,こ のように,1科 目を複数の教
員で受け持つている場合も多い。そのような場合,絵
本・紙芝居作りを行うために担当者同士がどのように

協力し合うか,工夫が求められる課題である。
しかし,複数の教員が担当することによる利点も大
きい。それは,重要であると判断する視点に多様性が
生まれ,よ り再現性・客観性の高い評価基準を設ける
ことができる点である。

Ⅵ おわりに
ここで示した授業展開案及び方法は,今後も検討の
余地があると考えられる。

たとえば,本実践では,完成した作品は皆で自由に
読む形式をとった。これは授業の中で発表するのが恥

ずかしいと訴える生徒も少なからず居たことに配慮し

たものであるが,生徒の実態によって,皆の前で発表
する形式をとる方が,読み手の思いがより伝えられる
と思われる。

さらに,学校環境が許すならば,完成した作品を携
えて,幼稚園・保育園・小学校等の授業に参加し,読
み聞かせをする機会を設ける方が, より「学ぶ意味」
への問題意識を促す効果が期待できるし,こ のような
高等学校と幼稚園の連携 (幼高連携)の新たな試みは,

高校生の就業感の育成にもつながる。また,近隣の児
童館に提供し,その様子を職員から問くという方法も
考えられよう。

滝川は「科学絵本の作者は,自 然 (動植物や自然界)

を扱うにしても, 自然現象を扱うにしても,作者自身
がその科学絵本を通して何を伝えたいのかという問題

意識を, 自然や自然現象といった事実・事象を見る際
の着眼点として反映させて,ページ数の制約の中で“物

語性"と “着眼点"を持つて描き出す必要がある」“
)

と指摘している。つまり,本授業のように,意図的に
読者の探究心をくすぐるような工夫を要する科学絵

本・紙芝居制作は,見かけ上 「幼い子どものため」の
高校生による制作活動であるが,実際には「作者 (高
校生)自 身のため」の思考活動としての役害」を果たす。

今回は選択理科において実践したが,理科の新設科
日である「科学と人間生活」や「総合的な学習の時間J

等で活用することも考えられる。他にも国語科・社会

科・家庭科・保健科の授業で取り扱ったり,他者の価
値観を受け入れるという観点では人権教育の一環とし

ても実施できるのではないだろうか。
「授業なのに本を作って楽しかった」これは生徒に

よる授業後のアンケー トに記載されていたコメントの

一文である。これは小学校・中学校・高等学校という

長い学校生活で,生徒の中に「授業とはこういうもの
(教え込み的要素の強いもの)」 とステレオタイプ化

されてしまっていることを示唆している。たとえ週 1

日であつても,本授業のような活動を実施することの
意味は小さくはない。
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